
市議会定例会［12月］

提出議案の概要について

桑名市
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令和２年１２月定例会（追加上程）の主な議案

一般会計補正（第１２号） 補正額 3億5,005万9千円

◎第８弾！！新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）対策、「新しい日
常」に対応するＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進

・国が準備を進めている新型コロナウイルスワクチンについて、市民の皆様にい
ち早くワクチン接種を行えるように、その準備を推進

・市内医療機関における新型コロナウイルス感染者及び感染の恐れのある方に対
する受診体制を拡充するため、診療・検査を実施する市内医療機関を支援

・ＮＴＮシティホール（桑名市民会館）、くわなメディアライヴ 多目的ホールに
てＷＥＢ会議やオンライン配信等を実施できるようインターネット環境を整備

◎(仮称)大山田ＰＡスマートインターチェンジ整備に係る周辺道路の調査等を実施

◎消防本部の高台移転を含む消防庁舎等再編に係る整備事業者選定等の準備を推進

◎多世代共生型施設及び公園の一体的な整備に伴う敷地造成工事等を実施
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補正予算の概要

補正予算の規模

◎ 桑名市多世代共生型施設整備事業の実施に伴う関係条例の整備について

条例の改正



スマートインターチェンジ推進事業費

桑名ＩＣ

桑名東ＩＣ

至名古屋

至大阪

多度南部
産業誘導ゾーン

大山田
スマートＩＣ

• アクセス道路網の改善企業誘致促進

• 市民の通勤・通学の利便性向
上市民生活向上

• 道路のネットワーク化による災
害発生時のリダンダンシーの
確保

防災機能向上

スマートIC設置を
目指し、調査を始
めます。

大山田PAでのスマートインターチェンジの事業化に向け、調査を開始します。

3



桑名市

12月補正新型コロナウイルス

感染症対策

第8弾
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１ 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保 【3,042.7万円】

⇒ 詳細別紙

２ 診療体制整備支援 【3,065万円】 ⇒ 詳細別紙

３ インターネット環境整備

①NTNシティホール 会館及びホールでの環境整備

【329.1万円】

②くわなメディアライヴ 多目的ホールでの環境整備

【140.7万円】

第８弾桑名市緊急新型コロナウイルス感染症
に係る拡大防止対策
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新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業
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3,０42.7万円補正予算額

令和２年度新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費

国庫補助金 【補助率10/10】
財 源

市民の命を守るため、新型コロナウイルスワクチンの供給が可能となった

場合、できるだけ速やかに住民接種を行うことができるよう、接種のため

に必要な体制を整備する。

目 的

市の役割👉 ①人的体制の整備

②予防接種台帳システム等のシステム改修

③印刷・郵送準備

④接種の実施体制の確保

⑤相談体制の確保

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業実施要綱 【厚生労働省】 より

② 予防接種台帳システム改修費
③ 接種券印刷等準備費
印字・封入封緘作業費
受診券郵送費

253.0万円
1,286.4万円
602.4万円
900.9万円
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新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

接種台帳
の整備

医師会等
関係機関
との調整

接種体
制確保

従事者
の確保

相談

体制の
確保

接種券
印刷・
郵送

ワクチン
分配
調整

接種

接種時期
決定

接種開始

国の方針
決定

ワクチンの
実用化

１２月
補正予算

市の主な業務 スケジュール（予定）



診療体制整備支援負担金
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概要

季節性インフルエンザと新型コロナウィルス感染症

が同時流行した場合においても、できるだけ多くの

発熱患者が適切に診療・検査を受けられるよう、市

内医療機関の診療体制の確保を支援する。

目的

三重県から「診療・検査医療機関」の指定を受け、
発熱患者の診療と新型コロナウィルス感染症の検
査を行う市内医療機関へ、桑名医師会を通じて支
援金を支給する。

予算額 ３，０６５万円

財源 新型コロナウィルス感染症対策基金



１件あたり
１０，０００円を支給
(上限3000万円）

9

発熱患者の診療

季節性インフルエンザと新型コロナウィルス感染症の

同時流行を想定した診療・検査体制の強化

新型コロナウィル感染症
検査の実施

診療体制整備支援負担金

診 療 ・ 検 査 医 療 機 関

桑名医師会

桑名市

負担金

令和２年１１月１日から令和３年３月３１日まで

＊支給対象期間



ふるさと納税寄附額

４月～11月期が過去最高
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ふるさと納税寄附額過去最高

経緯

新型コロナウイルスの影響による「巣ごもり消費」の影響によりふるさと
納税への寄附が増加し、７月までの４か月の実績が過去最高となり、９
月議会で寄附額の上方修正したところでしたが、その段階での予想をさ
らに超える寄附が11月までにありましたので、再度の上方修正を行うこと
となりました。2020年度の目標額を６億円から8.5億円にします。

傾 向 牛肉・米油・お米などに人気が集まっている。

ふるさと納税前年度対比
2019年度 2020年度 差引増

4~7月 57,882,000 4~7月 208,824,000 150,942,000 
8~11月 122,615,440 8~11月 188,054,000 65,438,560 

合計 180,497,440 合計 396,878,000 216,380,560 
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